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基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子どもの成長への支援

子どもの心身の健やかな育ちへの支援

不妊治療費助成事業

健康福祉局

保健センター

087-839-2363

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

特定不妊治療助成事業助成件数 件

特定不妊治療件数 件

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

特定不妊治療の経済的な負担を軽減するため、医療保険が適用されず高額の費用がかかる配偶者間の不妊治療に要する費用の一
部を助成する。

都道府県、中核市等が指定した医療機関で特定不妊治療をしている合算所得額が７３０万円未満で、妻の年齢が４２歳以下の戸

　特定不妊治療助成を受けようとする夫婦。

子どもを望む夫婦に対し、保険診療対象外の特定不妊治療費についてその一部を助成することで、経済的負担を軽
減する。

目標値に近づいている。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 籍上の夫婦に対し助成する。なお、３９歳以下は通算６回まで、４０歳以上は通算３回まで助成する。

％84.5

点29

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

93,631 108,806 102,248 119,002

89,202 104,200 97,537 114,291

4,429 4,606 4,711 4,711

Ｂ 継続

負担した治療費に対し、適切な助成を行い経済的負担を軽減した。
特定不妊治療助成事業助成件数　４８７件

国の動向に準じて、市も内容等の改善を図る。
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